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IR・カジノ反対、コロナウイルス感染対策を望む声を受けて の誕生！ 

8 月 22 日に投開票された横浜市長選挙では、立憲民主 

党が推薦した元横浜市立大学教授の山中竹春氏が、前総理 

大臣が支援した候補者や、元知事経験者など知名度の高い 

候補者を破り大差をつけて当選を果たしました。8 月 30 日 

の初登庁とともに、私たちの会派控室に挨拶にみえ、「公約 

の実現と住民自治を大切にする市政の実現に向けて全力で取 

り組む。」と力強く語られました。 

ふもと理恵は、選挙期間中、IR・カジノ誘致取りやめと、 

科学的な根拠に基づくコロナ感染対策の実施と、市政の様々 

な課題にともに取り組むため、全力で応援してまいりました。 

 

 

衆議院選挙をたたかい 三期目へ！

期間中は、コロナ感染対策の充実、コロナ後の経済回復、エネルギー・環境などの具体的政策と、

自公政権に対する不満や不安の受け皿となり、緊張感のある政権運営の一翼を担いたいと訴え、終

始、多くの方から励ましを受け、期待の声を実感しながらの 12 日間の選挙期間でした。 

  その結果、比例当選を果たすことができました。小選挙区での当選はかないませんでしたが、

県内出口調査の結果で、特定の支持政党を持たない「無党派層」といわれる方々の６５．５％が、 

第 5 区(泉・戸塚・瀬谷)において

は「山崎 誠」に投票したことがわか

りました。 

多くの皆様のご支援を胸にこれか

らも国・県・市と連携して地域のた

めに働いてまいります。 

 

 



 

 

山中竹春新市長のもとで、第 3 回定例会が 9 月 10 日から 10 月 22

日まで開催されました。市長就任間もない中での市会定例会でしたが、選

挙期間中掲げていた公約の実現が次々と図られました。 

○IR・カジノ誘致撤回と、IR 推進室の廃止 

○新たな劇場整備の検討中止 

○新型コロナウイルス感染対策の強化 

○中学校給食全員実施に向けた取組み推進 

○北綱島特別支援学校を分校から本校へ(2022 年 4 月～)  等 

 また、市政運営については、市民の皆様との協働による住民自治を実現するとともに、データサイ

エンスの手法を取り入れニーズの把握や解決のための分析を行うことや、情報を公開しオープンで

風通しの良い市政運営に取り組むと話されました。 

 一方、山中市長の経歴等をめぐってネット上では様々な「情報」が出ていますが、それをもとに執

拗に質問を繰り返す会派がありました。選挙で選ばれた市長に対して敬意を払わない態度は、議会

制民主主義をないがしろにすることでもあり、大変残念でした。 

 市会議員ふもと理恵は、山中市長から出された議案に賛成の立場で次のように発言し、今後も議

論を尽くしながら市民の皆様のためにともにすすんでいくことを表明しました。 

9月29日  (一部抜粋) 

第３回市会定例会で初めて議場で私たち議員と議論をしてきたことは緊張の連続だったろうと思

います。378万人の暮らす政令市の市長の責任は大変なものです。ぜひ専門家のデータサイエンス

としての手法と選挙期間中に見せられた軽やかなフットワークで市政に取り組んでいただきたいと

思います。 

令和４年４月１日に緑園西小学校と緑園東小学校が統合され、中学部も含めた横浜市立義務教育

学校緑園学園が市内３校目の義務教育学校としてスタートします。ここでは小学部の給食室を活用

した自校調理方式で中学校給食を原則全員に提供することが決定しています。私ども会派はデリバ

リー型の中学校給食を進めることについて賛成してまいりました。しかし、これが完成形ではない                                 

と             という思いがあります。積み重ねてきた議論はありましたが、その  

先             先を見据えた議論はもう今から進めていかなければなりません。議 

論             論を止めてはいけないと思います。市長が答弁されましたように、

中             中学校給食に関わる学校生活まで含めた様々な課題を整理しながら

客             客観的根拠を基に最適な方法を探っていただきき、私たち議会も議

論             論を進めてまいりましょう。 

               まもなく「横浜市中期４か年計画素案」が示されると聞いていま

す。４年間という市長の任期の中で各施策を前に進めていくために

市民のお声を聞き、私たち議員と前向きな議論をしていく姿勢を大

切にしていただきたいと要望し、討論を終わります。 

 



 

 横浜市会第 3 回定例会では、一般議案と合わせて約 373 億円を計上した 7 度目となるコロナ感

染症緊急対策補正を審議しました。「ワクチン接種への対応」「検査体制の強化」「市内飲食店の利用

促進」等コロナ感染症の状況を踏まえた迅速な対応が必要な事業について決定しました。これまで

立憲民主党横浜市会議員団として要望した内容が反映されました。 

 また、山中市長のもと横浜市新型コロナ対策本部会議が開かれ、若年層へのワクチン接種推進と

ワクチン接種・医療提供体制の情報公開もすすんでいます。 

 

◆ワクチン接種加速化 個別・集団(11から市内 5カ所のみ)・大規模接種(新規予約終了)に加えて、 

「深夜・早朝接種」「若者向けワクチン接種センター設置」(すでに受付終了) 

◆ワクチン plus キャンペーン これから接種する方に向け、すでに接種された方に向けてのプレゼ

ントやサービス 

◆検査体制強化   行政検査公費負担、簡易検体採取所の継続、衛生研究所の検体検査 

◆外来受診体制強化 

◆「レジ活チャレンジ」キャンペーン 飲食店のレシート利用金額に応じたポイント還元 12月～ 

<主な施策> 一部のみ 

  

横浜市 HP ワクチン接種関連データより 

第 6 波に備えた市長メッセージ‐基本的対策の徹底を！‐ 

神奈川県を含む一都三県は、10月 25日から 11月 30日までを「基本的対策徹底期間」とす

ることを決定しました。この決定を受けて、10月 25日から、市民利用施設の利用時間やアルコ

ール提供、市主催・共催イベントの開催時間を、原則、平常どおりとなります。 

一日あたりの新規陽性患者数が 10名を下回る日も見られるなど、現在感染者数は着実に減少し

てきていると思います。しかしながら、油断は許されません。現在、第 6波の到来に備えて準備を

進めています。 

 秋の行楽シーズンを迎え、お出かけや会食の機会も増えることと存じます。 

しかしながら、ワクチンを 2回接種した方でも感染する「ブレイクスルー感 

染」の可能性もあり、また、これからの季節はインフルエンザにも注意が必 

要となります。 

 大きなリバウンドを回避するため、市民の皆様には、基本的な感染症対策 

をお願いいたします。 
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【2021 年度】 

常任委員会：こども青少年・教育委員会(副委員長)                    

特別委員会：郊外部再生・活性化特別委員会 

会   派：副団長 

１９５９年１月 大阪で生まれる 

１９７９年 小学校教員生活スタート 

 桂台小学校・中田小学校・深谷台小学校 

和泉小学校・緑園東小学校で勤務 

２０１０年 初当選を果たす 

   現在四期目活動中！ 

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です！！ 

第 3 回市会定例会では 2020 年の予算執行を基に議論をする決算特別委員会を行い

ます。今回は、 IR・カジノ誘致撤回となり予定地であった山下ふ頭の今後の再開発の在

り方が気になるところです。また、コロナ禍の物流や、民間の活力を生かした都心臨海

部の活性化、SDGs に繋がる海に親しむ取り組み等について議論をしました。  

10/2 

リレーフォーライフ参加 
10/20 

市長に予算要望書提出 

10/10 

地域防災訓練参加 

11/6 

市政報告会の実施 

Q、山下ふ頭再開発の庁内の推進体制と、再開発を進めるに当たっての基本的な考え方について

伺います。 

A、山下ふ頭開発基本計画というのを港湾局山下ふ頭再開発調整室が作成しておりますので、この

業務につきましては、山下ふ頭再開発調整室が担当することになります。港湾局が中心となって

スタートいたしますけれども、いろいろな角度から検討する必要がございますので、全庁的に連

携して取り組んでいきたいと考えております。また、上位計画である都心臨海部再生マスタープ

ランに基づきまして、地元の関係団体の代表者、有識者等により構成される委員会を設置し、こ

れを基本に進めてまいります。市民の皆様や民間事業者の方々に御意見を伺っていく中で、必要

に応じて基本計画の見直しを行っていきたいと考えております。 

 

 Q、今年５月に発表された世界銀行の調査によると、コンテナ港湾の効率性

において、横浜港が世界で第１位の評価を獲得しました。そこで、世界銀

行の評価とその活用について伺います。 

 
A、世界第１位という世界銀行の評価は大変光栄だと、まず感じてございます。横浜港の入港から荷

役作業、出港までのトータルの港湾機能が円滑に運営されているということにつきまして、横浜港

の優れた港湾施設と質の高い港湾サービスが総合的に評価されたものと考えてございます。この結

果は、国際サプライチェーンにおける横浜港の優位性を示すものでございますので、基幹航路の維

持拡大や取扱貨物量の増大につながるよう、広くアピールをしていきたいと考えております。 


